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快・不快気分とテンポの血圧値と心拍数に与える影響
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstmct
　　When　understanding　psycho工ogi6a1phe丘omenon，I　think　three　dimensions’oftension　ofinterper－

sonal　situatio叫excitement　and　sφjective　activity　pripci台al　objects．Thi』study油re　p1身med’in

order　to　investigate　it　from　a　point　of　view　of　physiological　indexes　of　b16od　pressure　and　pu1se．Aも

procedures，each　physio1ogica工index　was　measured　jn　front　and　behind　to　hear　a　music．As　musics，

a　fast　tempo　and’a　slow　tempo　were　used．And　the　musics　that　a　bad　feeling　or　a　comfortable　feeling

comes　up　were　used．Jacobson’s　relaxation　simplified　by　me　was　used　as　a　contro1駆oup－When

analyses　of　results　are　done，va1ues　of　each　physiological　index　before　an　experiment，」on　a　basis　of

an　average　valuさ，were　divided　into　a　low　group　and　a　high　group－As　a．resリlt，早n　amount　of．

decreasing　was　large，in　a　high　group　in　comparison　to　a1ow　group　in　each　index－Pplse　rate　per．

mi・・t…f・・1・wt・mp・9・ρdf・gli・gm・・i・岬pd・・・…gd出…fastt・mp・g9・df・・Ii・g・・d・

bad　feeling　music．A　feelingbad駆oup　of　a申w　tempo　showed　a　little　d苧ferent　tendency，comparρd

with・th・・g…P・Ag…p・f…1…ti・早・h．w・d…pP・・it・t・・亨…yi・・highg・g・p・・d・1・Y・

ま・・町・・mp・≒・dwi・h釘・・…f・m・・iら・・…di・…与・・…f…1・・・・・・…吋・・m凸・・らi・w…

sho命ed缶at岬usic　depressed　a　tension　of　interpersonal　situation，and　also　an　excitement．It　was

discu箪ed　that　a　dimension　of　good　and　bad　feeling　have　an　ipf1ugncg　on　a　different　dimensio早from

a’tension　of　interpefsonal　situation　and　an　exciting　dimension一

　門前（19841〕；19892〕，1991ヨ〕）は一連の研究の・な

かで，血圧と心拍数という生理的側面と心理的側

面との関係を調べている．門前（1984）1〕の研究では，

血圧を収縮期血圧と拡張期血圧，脈圧の観点から

取り上げ，さらに心拍数という生理的側面を取り．

上げ，それらと心理的側面としての性格一との関係

について調べている．

　門前（1989）2〕の研究では，心理的側面の影響を受

けにくい拡張期血圧値につ■て，それの高い被験

者に対する拡張期血圧値の減少を追求したコント

ロール方法について，調べている．・

　これらの研究を通して，血圧値と心拍数は，異

なる心理的側面と関係するのではないだろうかと

いうことから，門前（1991）ヨ〕の研究では，収縮期血

圧値，拡張期血圧値，脈圧値，心拍数がどのよう

な心理的側面と関係しているのかについて調べて

いる．その結果，拡張期血圧値の変化と心拍数の

変化に関しては，・異なる心理的側面と関係してい

ることを見出した．そして，拡張期血圧値の変化

は心理的興奮の側面と，心抽数は緊張の側面と関
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快・不快気分とテンポの血圧値と心拍数に与える影響

係すると考察している．また，リラックス状態を

考えるとき，異奮次元におけるリラックス状態と

緊張次元における．リラックス抹態に関レては区別

してとらえていく必要があると考察している．

　これらのことから，緊張と異奮という二次元が

存在すると考えられる．さらに，人問のそのとき

の状況との関係における行動においては，物事を

どのように認知するかという観点が考えられる．

あるいは，どのように意味づけするかという観点

が考えられる．認知，あるいは意味づけの内容に

よって，人の行動内容は異なってくる．この観点

には，主体の側面が重要なものとして入ってくる．

主体的であるか，ないかということで，認知内容，

意味づけの内容が異なってくると考えられる．こ

れらのことを総合して，人閻の行動をとらえると

き，「緊張」，「異奮」，「主体の活動性」の次元とい

う三次元からとらえることが適当ではないかと考

えられる．

　緊張というのは，’門前（1991）3〕の研究から導き出

された緊張であるが，緊張という言葉を用いると，

筋肉の緊張やさまざまな意味が含まれるため，本

研究では，門前（1984）1〕をも参考にして，対人緊張

というように緊張の内容を明確ピしておきたい．

　興奮の内容に関しては，生命力的な植物的側面

を中心に据えた考え方として，本研究では明確に

しておきたい．

　主体の活動性ヒ関しては，認知的側面で，他考

や物，事柄との関係において，自已を脅かすもの

としてとらえるか，自己にとって有益なものとし

てとらえるかという観点からの次元である．すな

わち，他者や物，事柄が自已を脅かすものとして

とらえられるときの主体の活動性は，対象との関

係において，その状況に遺応するために必要とさ

れる主体の活動性よりも低いということになる．

　これらの三次元，対人緊張，異奮，主体の活動

性という観点から，本研究は計画された．

　本研究では，昔楽を聴く前と聴いた後との生理

的側面の比較が行なわれた．音楽には，テンポの

側面があり，協和音と不協和音という心地よさ，

心地悪さの側面もある．テンポは，心抽数と関係

するであろうと考えられた．すなわち，対人緊張

の次元に影響を与えるであろうと考えられた．快

気分を感じる音楽と不快気分を感じる音楽は，快

気分においては，主体の活動性を高め，不快気分

においては主体の活動性を低下させると考えられ

た．興奮の次元に関し一ては，拡張期血圧値に代表

される血圧値の変化の観点からみられるであろう

と考えられた．

　これらのことを通して，門前（1991）3〕の研究のな

かで考察された心拍数の変化によって代表される

対人緊張と，拡張期血圧値の変化によって代表さ

れると考えられる異奮という二次元が存在するこ

とを確認し，さらに主体の活動性の次元は，対人

緊張，異奮の次元といかなる関わりをもつかとい

うことを調べるために，本研究は計画された．

仮説

ユ．テンポの遅い音楽はテンポの速い音楽よりも

心拍数を減少させるであろう．

2．音楽のテンポの違レ・は，拡張期血圧値の変化

において，違いを生み出さないであろう．

方　　　法

被験者

　大学生177名であった．

実験計画

　実験条件としては，5条件設けられた．実験群

’である音楽の条件としては，4条件設けられた．

すなわち，テンポの速さが2条件設けられ，さら

に快・不映音楽で2条件設けられた．それぞれの

被験者薮ぽ，速い快音楽が46名，速い不決音楽は

37名，遅い快音楽は18名，遅い不快音楽は！6名で

あった．コントロール群としては，筆者によって

簡略化されたジェイコブソンのリラクセイション

技法が用いられた．被験者数は60名であった．

・音楽

　聴かせる和剖ヒ関しては，門前（1982）’4〕の研究で

一用いられている和音を使用した．快音楽は，協和

音にカデンツを，エレクトーン演奏の録音により，

10分間反復演奏したものである．カデンツの作曲

は，作曲専門の教師に依頼し，作成されたもので

ある．音量は一定（3）．音色は下記の通りである．
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Fig．1快音楽（A）と不快音楽⑱の譜面

　L，M．

　　WOOD8’…3（音量）Vib．…1，

　　HO　RN8’…3（音量）BRILLIANCE…O，

　　REVERB下（中），MAN，BALANCEぺ
　　　（小）

　不快音楽も同様の手続をとったが，不快音楽は

不協和音を用いたものである（Fig．1）．速さに関し

’ては，」二40，80の2種類を用いた．

ジェイコブソンのリラクセイション技法の筆者に

よる簡略版

　全身を5カ所に分けてリラックス状態に誘導し

た．腕，脚，背中，首，額の5カ所である．最後

に全身同時のリラクセイションを行なった．一度

目は，被験者は，方法を知らないということで，

実験者の説明と模範を見るためにだけ，目を開け

るよう求められた．それ以外は目を閉じた状態で

誘導された．

　方法は，一度緊張させ，その感覚を充分味わっ

た（約5秒間）後，2度弛緩させ，その力の抜け

ていく感覚，抜けた感覚C2度とも約10秒問）を

充分味合わせた．これをその箇所において，2度

ずつ体験するように指導した．

測定器具

　オムロン社製の「オムロンデジタル自動血圧計・

HEM－700C」
手　　続

　この実験は集団で行なわれた．最初各自にその

ときの意識状態と性格についての質問用紙に記入

することが求められた．5分ほど経過して，ゆっ

たりした雰囲気が確認されてから，各自の血圧が

測定された．．全貝の血圧測定には20～30分必要で

あった．その後，音楽の条件では，閏眼状態の，

身体全身の，部分部分の力を抜くだけのリラクセ

イションの指示が与えられた（約4分）．それが終

わると，静かに目を開け，その状態で，そのとき

のリラックスの程度について，記入が求められ，．

記入終了後，静かに閉眼して，安静気分のままで

いることが求められた（約90秒）．その状態で，音

楽がテープレコーダーから1O分間流された．音楽

を聴いた後，開眼して，即座に血圧測定が行なわ

れた．血圧測定を待っている被験者は，静かな気

分で，舎楽を聞いていたときに生じたイメージや

そのときの気分について，記録用輝に記入しなが

ら，待っていることが求められた．

　リラクセィション条件では，最初の血圧測定後，

被験者はジェイコブソンのリラクセイションの筆

者が簡路化した方法で，リラックス状態に誘導さ

れた．これには，約30分間必要であった．その後

は音楽条件と同じである．

　　　　　　　　結　　　果

　門前（19892〕，19913））の研究においても，同じ

生理的指標が用いられているが，それらの研究で

は，大きな目的の一つとして，拡張期血圧値のコ

ントロールということがあげ’られ．ている．しかし，

本研究の目的は各生理的指標を通して，対人緊張，
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異奮，主体の活動性という三次元理論の検証にあ

る．それ故，各条件を指定された各集団の実験前

の各生理的指標の平均値をもとに←て，それぐれ

の生理的指標に関’して，各被験者はそれぞれの条

件において，平均値よ．りも高い値を宗した被験者．

は高群，平均値よりも低い値を示した被験者は低

．群として，二分された．また，門前（19892〕，19913〕）

’の研究では，三群に分類しているが，本研究にお

いては，三群に分類すると各群における被験者数

が4名のところがllくつか生ゆへ甲討の竿
定の関係上，二群に分類された．

　それぞれの群の各生理的指標における平均値は，

速い快群では，収縮期血圧値111．9，拡張期血圧値

69．5，脈圧値42．4，心拍数80．5であった．速い不

快群では，収縮期血圧値106．1，拡張期血圧値68．7，

脈圧値37．4，・’心拍数79．5であっ・た．遅い快群では，

収縮期血圧値107．7，拡壷期血圧値67．5，脈圧値

40．2i心拍数80．9であづた．遅い不快群では，収

縮期血圧値107．6，拡張期血圧値70．2，脈圧値37．4，

心拍数82．3であった．一リラクセイション群では，

収縮期血圧値114．9，拡張期血圧値70．4，脈圧値

4111，心拍数が76．8であづた．これらの数値をも

とにして，二群に分類された．・

　実験前・と実験後の生理的指標の数値の変動をも

とにして，データ整理が行なわれた．数値は，実

験前一実験後であ’る．

　．これらq結果を図で表わしたのが，Fig．2～5であ

る．こ允らの結果に関して，．実験煎後における変

、化牟みられ多かギうかに関して，乍検定が行なわ

れた．さらに，各群間の比鼓のためにF検定が行

なわれた．

　この結果を見てみると，収縮期血圧値では，高

群にお㌧て，二掛・不決音楽群？有意な傾向を除い

ては，すべてあ条件で有意に減少している（速い

快，t≡3．3乱P＜．b1l。遠い不比t＝4．08，P＜．01；

遅い快，t＝4．64，p＜．01；遅い不快，t＝2．27，p＜．

07；リラクセイション，t＝4．53，p＜．01）．さらに，

リラクセイション群の低群では，増大が有意な傾

向を示している（t＝1．85，p＜．08）．各条件の比較

では，高群と低群の間に有意差が見いだされてい

る　（df＝1，F＝24．32，p＜．01）．

　拡張期血圧値では，高群において，リラクセイ

ション群を除く各音楽群において，有意に減少が

みられている（速い快，t＝2二17，p＜．04；遠い不決，

t：2．26；p＜．04；遅い快，t＝3．82，p〈．01；遅い

不快，t＝4．53，・p＜．01）．低群においては，リラク

セイ・ション群においてのみ，’増犬がみられている

　（t＝2．71，p＜．02）．さらに，高群と低群の間に有

血庄伯の低下Lた恒’
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Fig・2実験前後の収縮期血圧値の低下量
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意差がみられる（df＝1，F＝17．82，p＜．O1）．

　脈圧値に関しては，・・F検定の結果，交互作用に

有意差がみられる（df＝4，F＝9．38，p＜．O1）．

図からリラクセイション群と他の各音楽群との間

に交互作用があることが分かる．各音楽群におけ

第6巻・第1号　1993年

る高群では，遅い不快群を除いて，それ以外の群

’で有意に減少が生じている（速い快，t＝2．86，

p＜．02；速い不快，t＝3．16，p＜．Oユ；遅い快，

t＝3，77，p＜．01）．低群にお’いては，・リラクセ

イション群においてのみ有意に減少が生じている

（t＝4．41，・pぐ01）．・高群と低群の比較において

血圧値の低下した値

．15
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’Fig．3実験前後の拡張期血圧値の低下量
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Fig．4実験前後の脈圧値の低下量
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快・不快気分とテンポの血圧値と心拍数に与える影響

は，高群の方が有意に減少が生じている（df＝1，

F＝7．51，p＜．01）．

　心拍数に関しては，高群において，すべての条

件で有意に減少が生じている（速レ・快，t＝3．82，

p＜．01；速い不快，t＝5．53，p＜．01；遅い快，t＝

10．07，p〈．01；遅い不快，t＝4．33，p＜．01；リ

ラクセイション，t＝5．10，p＜．01）．低群において

は，速い不快群・遅い快群・リラクセイション

群において有意に減少が生じている（t：2．27，

p＜．04；t＝2．27，　p＜．04；t＝2．13，　p＜．05）．

さらに，F検定と5％水準での下位検定の結果，

遅い快群は，」速い快群・速い不快群よりも減少が

有意に大きいという結果が出ている（df＝4，

F＝3．53，p＜．01）．

　次に，各条件とその実験状況の中で感じた気分，

実験前後の身体部位のリラックス状態の変化・気

分変化について，F検定によって，分析を行なっ

た．それらについて有意差の見いだされた項目に

関してのみ，記述していく．

　まず，実験中，「楽しかった」という項目に関し

て有意差が見いだされた（df＝3，F；4．76，

p＜．01）．5％水準での下位検定の結果，速い快

群が速い不快・遅い不快群よりも強く楽しいと感

じていた．「気分がすっきりした」という項目に

関しても有意差が見いだされた（df＝3，F＝3．67，

p＜．02）．5％水準での下位検定の結果，遅い不

快群が，速い不快群・遅い快群よりも大きかった．

「わくわくした気分だった」という項目において

も有意差が見いだされた（df＝3，F＝3．52，p＜．02）．

5％水準での下位検定の結果，速い快群が遅い快

群・遅い不快群よりも犬きかった．これらの項目

は，実験中に浮かんだイメージを見て感じた気分

である．それ故に，条件比較としては，リラクセ

イション群が省かれ，4つの音楽群の間での比較

であった．

　次に，リラックス状態の実験前後における変化

に関して記述する．実験後一実験前の値をもとに

して，分析された．この分析では，リラクセイシ

・ヨン群も含め，5っの条件問での比較であった、

腕のリラックス状態，脚あリラックス状態，背中

のリラ・ツクス状態，首のリラックス状態，額のリ

ラックス状態，ゆったりした気分，ふわっとした

気分，これらすべての項目において有意差が見い

だされた（df＝4，F＝11．32，p＜．01；df：4，F＝

9．15，p〈．01；df＝4，F＝7．47，p＜、O1；df：4，

F：5．39，p＜．01；df＝4，F＝11．32，p＜．01；

df＝4，F：9，11，p＜．01；df＝4，F＝18．78，

p＜．01）．5％水準での下位検定の結果では，リラ
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クセイション群が，すべての項目において，他の

音楽群よりも，リラックス状態が強まっていた．

それ以外に，脚のリラックス状態に関し．ては，速

い快群と遅い不快群が，遅い快群よリも強まって

いた．また，ふわっとした気分では，遅い快群が

遅い不快群よりも強まっていた．

　次に，高群と低群，およびその条件と，各音楽

とリラクセイションという条件問の交互作用に関

して，記述していく．

　脈圧値の平均値によって2群に分けられた条件

では，首のリラクセイションに関して，実験前よ

りも実験後の方が低群において，高群よりもリラ

ックス状態が強まっていた（df＝1，F：5．38，

p＜．03）．交互作用としては，同じく脈圧値によ

って2群に分けられた条件での実験中におけるイ

メージによって「気分がすっきりした」という項

目に関して，有意な傾向が見いだされた（df＝3，

F＝2．32，p＜．08）．どのような交互作用の内容

かに関して理解するために，それぞれの条件と平

均値を図示したのがFig6である．この図から，遅

い快群と速い快群の間に交互作用の傾向があった

と考えられる．すなわち，遅い快群では，速い快

群と異なり，高群よりも低群において，増加する

ということである．

第6巻第1号1993年

考　　　察

　対人緊張と関係のある心抽数の変化に関して，

高群ではすべての条件で減少している．低群に関

しても速い快群と遅い不快群を除く他の条件です

べて減少している．これらのことから，対人緊張

の高い人は，音楽を聴くと対人緊張が低下すると

考えられる．ジェイコブソンのリラクセイション

の筆者による簡略版に関しても同じである．低群

に関しても，速い快群と遅い不快群以外は，さら

に対人緊張が低下するものと考えられる．また，

遅い快群の減少は，遠い快・不快群に比べ，大き

いという結果が出ている．Fig．5を見ると，遅い不

快群は他の群に比べ，高群での減少は著しいが，

低群では減少がほとんど生じていない．これらの

ことから，快音楽のテンポは心拍数と関係するで

あろうと考えられる．このことから，仮説1に関

して，快音楽に関しては証明された．しかし，不

快音楽に関しては，証明されなかった．

　拡張期血圧値の変化に関しては，高轟の方が低

群よりも減少は有意に大きかった．さらに，高群

においては音楽のすべての条件において，減少が

有意であった．しかし，リラクセイション群では，

高群での減少は有意ではなく，低群の増大が有意

イメージ項目13に対する値
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であった．低群に関しては，音楽のすべての群で

有意差は見いだされていない．これらのことから，

音楽を聴くことによって，．興奮の高い人は興奮が

下がるということが考えられる．異奮の低い人に

’関しては，リラクセイションが興奮を高めると考

えられる．

　これらの結果から，仮説2に関して，音楽が対

人緊張だけではなく，興奮の次元とも関係してい

ると考えられる．音楽の構成要素として，音色，

テンポなどさまざまあるが，それ以前に単に音を

聞く二とそのものの影響もある可能性がある．こ

のことに関してはさらなる研究が必要であろう．

　収縮期血圧値の変化に関しては，高群ではすべ

ての条件において有意あるいは有意な傾向の減少

を示している．低群に関しては，リラクセイショ

ン群だけが増大している．また，高群の方が低群

’」に比較して，減少が大であった．拡張期血圧値の

変化と傾向が非常に似通っている．ただし，拡張

期血圧値では，リラクセイション群が高群におい

て，減少が有意な結果となっている．このことか

ら，収縮期血圧値の変化は拡張期血圧値の変化と

の関係は当然考えられるが，心拍数の変化との関

係もあると考えられる．この結果に関しては，門

前（1991）訓の結果と同じである．

　脈圧値の変化に関しては，高群の方が低群より

も，減少が有意であった．遅い不快群を除く，そ

のほかの音楽の条件に関して，高群では減少が有

意であった．しかし，低群では減少は有意ではな

かった．ところが，リラクセイション群では，高

群では有意差はなく，低群において減少が有意に

なっている．また，リラクセイション群は他の音

楽の群との間に交互作用が有意になっている．こ

のことから，リラクセイション群では，脈圧値の

高い被験老はリラクセイション後，脈圧値がより

高くなり，脈圧値の低い被験者は脈圧値がより低

くなったことが理解で二きる．脈圧に関して，リラ

クセイションは音楽と傾向の違いを顕著に示して

いる．門前（1991）ヨ〕の結果では，収縮期血圧値の変

化とともに脈圧値の変化に関しても，拡張期血圧

値とかなり強い関係があり，心抽数とも少し関係

があるという結果が出ているが，本研究の結果か

らは，脈圧値の変化が，収縮期・拡張期血圧値と

心拍数の変化とは，かなり違った側面を持ってい

るということが考えられる．

全体の考察

　すべての生理的指標は，低群に比較して，高群

においては減少を示した．また，低群においては，

各条件とも，各生理的指標の減少をほとんど示さ

なかった．これらのことから，収縮期血圧値，・拡

張期血圧値，脈圧値，心拍数の生理的側面に関し

て，人間にとっての適度な値があると考えられる．

　遅い不快群に関して，他の音楽群と少’し異なる

結果が生じている．まず，心抽数の変化に関して

は，高群においては遅い快群と同じように減少が

みられるが，低群においては遅い快群とは異なり，

減少がみられなかった．また，脈圧値の変化に関

しても，図の上からは高群において減少が予想さ

れるが，検定の結果では有意ではなかった．この

ことは脈圧値に関して，高群において，分散が他

の音楽群に比べかなり大きかったことを意味して

いる．不快音楽は，速いテンポにおいては，快音

楽との差は見いだされていないが，遅いテンポに

なったとき，快音楽とかなワの違いがあると考え

られる．

　こ’の点に，主体の活動性の次元が影響を与えて

いるものと考えられる．対人緊張あるいは興奮の

次元のなかで，快・不快の次元が説明されうると

考えるなら，速い群においそは快・不快の特徴差

が見いだされず，遅い群においてのみ見いだされ

ることへの説明がつかない．

　同じ4種類の音楽を聴いているときに，さまざ

まな図形にどのような投影をするかということに

ついて調べた門前豊志子（19885〕，19916〕）の研究

がある．1988年の結果では，快群では，遅いテン

ポ，速いテンポに即した遠さの投影がなされたと

いうことである．不快群に関しては，テンポとの

関係が見いだされていない．また，1991年の結果

では，速い不快群では，図形の動いている感じの

遠さが，抑制され，直接には投影されにくいが，

遅い不快群では，投影されやすかったということ

である．そのことから，遅い不快群では，不快感

を楽しんでいると考察されている．

　また，本研究の結果では、遅い不快群が，「気分

がすっきりした」という項目において，速い不快
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群・」遅い快群よりも犬きかった．．実験中は楽しく

なかったにもかかわらず，そのような結果が出て

いる．また，これと同じような有意差の出た結果

として，実験前後における「ふわっとした気分」

の変化がある．この項目に関しては，遅い快群が

遅い不庚群よリも夫きくなっている．このことか

らは，遅い快音楽を聴くと，そのときは心地よく，

ふわっとした気分が強まると理解できる．遅い不

快音楽を聴くと，そのときは楽しくないが，気分

はすっきりすると理解できる．

　門前豊志子（1991）6〕は，遅い不快群においては，

主体の活動性はそれなりに高い状態として考察し

ているが，不快と．いうことから，主体の活動僅は

妨害され，低下しそいると考える必要がある．そ

れ故，以下のように考えられる．遅い不決群では，

主体の活動性の低下が，高群においてのみ・心拍

数を減少させたと考えられる．また，高群におけ

る脈圧値の変化に関しては，主体の活動性の低下

により，被験者は不安定な心理状態になったため，

分散が犬きく生じたのではないかと考えられる．

　りラクセイション群は，音楽群と異なる傾向を

示している．特に脈圧値の変化に関しては，脈圧

値の高い被験者では，より大きくなり，低い被験

者では，より小さくなるという傾向である．心拍

数に関しては，昔楽群と同じ傾向を示している．

血圧に関しては，収縮期血圧値，拡張期血圧値と

もに低群において増加が有意になっている．この

ことと脈圧値の変化から，低群において，収縮期

の血圧値の増加よりも，拡張期の血圧値の増加の

方が犬きかったということが理解できる．これら

のことから，ジェイコブソンの簡易型のリラクセ

イションは，対人緊張を下げるけれども，興奮の

低い被験者には，興奮を高める働きをすると考え

られる．

　また，身体感覚や気分感覚のゆったり感に関し

て，リラクセイション群は，他のすべての音楽群

よリも増犬したことから，われわれが身体感覚と

してゆったりしたとか，気分としてゆったりした

と感じる感覚は，興奮との比較において，対人緊

張が相対的に低下することを意味すると考えられ

る．それ故，単純に緊張だけの低下によって，ゆ

ったリ感が生じると理解することは危険である．

第6巻第1号1993年

　次に，ここで問琴になっ下きている脈圧値の変

化は心理的な側面の何と関係があるのだろうか．

門前（1984）1〕の研究では，脈犀値は，強迫性格と

ヒステリー性格を両極と・した次元であると考えら

れている．この考え方からいくと，ジェイ’フブソ

ンのリ・ラクセイションは，強迫性格の人によ．り強

迫傾向」を強め，ヒステリー性格の人によりヒ’ステ

リー傾向を強めるということになる．それらの傾

向を強めることによって，不安定感を減少させ，

ゆったり気分を強めるのかもしれない．しか・し，

脈圧値の変化と関係する心理的側面にっいて，さ

らに詳しい研究が必要であろう．

　本研究の結果だけから考えると，何かの手続を

とると，常にこれらの生理的指標は高群において

は下がる傾向を示すと考えられるかもしれない．

しかし，門前（19892〕，19913〕）の結果では，背中

をまっすぐにして，首だけ力を抜くという手続，

さらに自分で意図的に首・背中を曲げるという手

続では，高群では減少するという傾向を示してい

ない．さらに，なつかしいイメージと運動イメー

ジにおいても同様にそのような傾向は見いだされ

ていない．これらのことから，高群においては減

少するという傾向に関しては，音楽を聴くという

ことに代表される内的世界に関心が向けられ，そ

の世界に入ることによって生じるのではないだろ

うかと考えられる．

　以上の考察をもとにして，人間の日常行動は，

対人緊張，異奮，主体の活動性の三次元からとら

えることに意味があるかどうかに関して考察する．

　遅い快音楽は，速い音楽よりも心拍数を減少さ

せたということから，対人緊張の次元が必要なも

のとして考慮される必要のあることが再確認され

た．さらに，遅い不快音楽という，快・不快の軸

が特異な影響を与えることから，主体の活動性の

軸も必要であると考えられる．興奮の軸に関して

は，門前（1991）畠〕の研究も参考にして，拡張期血圧

値との関係で必要な次元と考えられる．

　主体の活動性に関して，本研究の結果から，2

種類考える必要のあ’ることが示唆された．一つは

外的影響によって高さが決定される場合と，もう

一つは，外的なもののない状態での高さの場合で

ある．
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要　　　約

　本研究の目的は，心理現象をとらえるとき，「対

人緊張」，「異奮」，「主体の活動性」という三次元

から捉える必要があるのではないかということを，

血圧と心拍という生理的指標の観点から調べるた

めに計画された．手続としては，音楽を聴いた前

後で，各生理的指標が測定された．音楽として，

テンポの速さが速い場合と遅い場合が設けられた．

また，聴いていて快気分の生じる音楽と不快気分
の生じる音楽が訟れた．コントロール群とし

ては，ジェイコブソンのリラクセイション技法の

筆者による簡略版が用いられた．結果の整理とし

て，各生理指標の実験前の値をもとに，高群と低

群に被験者が分けられた．結果としては，どの指

標においても，高群は低群よりも減少を示した．

心抽数に関しては，遅い快群は速い快・不快群よ

りも減少した．遅い不快群は，他の音楽群に比べ，

少し異な’る傾向を示した．リラクセイション群で

は，脈圧値の変化に関して，音楽群と比べ，高群，

低群に関して逆の傾向を示した．これらのことか

ら，音楽は対人緊張を低下させ，さらに興奮をも

低下させることが見出された．快・不快に関して

は，緊張，興奮の次元とは異なる次元で影響して

いると考察された．
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